
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
操作部から延長されたユニバーサルチューブの先端部に、ビデオプロセッサに対して着脱
されるコネクタ部本体を設け、
このコネクタ部本体に、体内挿入部先端から延長された吸引チャンネルに連通する吸引ニ
ップルと、体内挿入部先端から延長された送気送水チャンネルに連通する送気送水口金と
を開口させ、
かつ、上記コネクタ部本体内に、該コネクタ部本体内に配置された電子回路からの放射ノ
イズを遮蔽するシールドケースを設けた電子内視鏡において、
上記シールドケースに、上記吸引ニップルと送気送水口金を取り付けたことを特徴とする
電子内視鏡のコネクタ部構造。
【請求項２】
請求項１記載の電子内視鏡のコネクタ部構造において、コネクタ部本体は上記シールドケ
ースを内蔵したアウタケースを備え、このアウタケース側面に、内視鏡内部と内視鏡外部
との圧力差を調整するための圧力調整弁を取り付けた電子内視鏡のコネクタ部構造。
【請求項３】
請求項１記載の電子内視鏡のコネクタ部構造において、コネクタ部本体は上記シールドケ
ースを内蔵したアウタケースを備え、このアウタケース側面に、帰還端子を取り付けた電
子内視鏡のコネクタ部構造。
【発明の詳細な説明】
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【０００１】
【技術分野】
本発明は、電子内視鏡のコネクタ部構造に関する。
【０００２】
【従来技術及びその問題点】
電子内視鏡は、可撓性を有する先端部の体内挿入部と、基部の操作部と、操作部から延長
されたユニバーサルチューブと、ユニバーサルチューブの先端部に設けられた、外部のビ
デオプロセッサに対して着脱されるコネクタ部本体とを備えている。電子内視鏡では、体
内挿入部先端の対物光学系による画像をＣＣＤ上に結像させてその画像信号を、体内挿入
部、操作部、ユニバーサルチューブ及びコネクタ部本体内に挿通したＣＣＤケーブルを介
して外部のビデオプロセッサに伝送している。
【０００３】
図４及び図５は、従来構造のコネクタ部本体の一例を示している。コネクタ部本体１０５
には、ＣＣＤを走査して画像をデジタル信号として取り込むとともに、ＣＣＤからの微小
信号を増幅してビデオプロセッサに出力する働きをするＣＣＤドライバ基板１１３が設け
られている。このため、ＣＣＤドライバ基板１１３を電磁シールドするシールドケース（
放射ノイズシールド用金属ケース）１０９をコネクタ部本体１０５内に配置することで、
ＣＣＤドライバ基板１１３から発生する放射ノイズがコネクタ部本体１０５の外部に漏洩
するのを防止していた。
【０００４】
また、コネクタ部本体１０５には、送気送水チャンネル１０６に連通する送気送水口金１
２１と、吸引チャンネル１０７に連通する吸引ニップル１２２とが設けられている。この
ように送気送水口金１２１及び吸引ニップル１２２がコネクタ部本体１０５に設けられて
いると、送気送水口金１２１と内視鏡外部の送気送水源とを接続する送気送水チューブ及
び吸引ニップル１２２と内視鏡外部の吸引装置とを接続する吸引チューブが内視鏡操作の
邪魔となることがなく、良好な操作性を得ることができる。
【０００５】
しかしながら、上述のようにコネクタ部本体１０５内にはシールドケース１０９が配置さ
れているため、送気送水口金１２１及び吸引ニップル１２２をコネクタ部本体１０５に設
ける場合には、以下のようにする必要があった。すなわち、コネクタ部本体１０５のアウ
タケース１０８の一角に、ユニバーサルチューブ１０４に接続する突出部１０８’を形成
し、シールドケース１０９に接触しない位置で送気送水口金１２１及び吸引ニップル１２
２をこの突出部１０８’に固定する必要があった。このような従来構造は、コネクタ部本
体１０５の小型化の妨げとなり、しいては洗浄性及び運搬性向上の妨げにもつながる。
【０００６】
【発明の目的】
本発明は、小型化及び洗浄性・運搬性の向上を実現した電子内視鏡のコネクタ部構造を提
供することを目的とする。
【０００７】
【発明の概要】
本発明は、操作部から延長されたユニバーサルチューブの先端部に、ビデオプロセッサに
対して着脱されるコネクタ部本体を設け、このコネクタ部本体に、体内挿入部先端から延
長された吸引チャンネルに連通する吸引ニップルと、体内挿入部先端から延長された送気
送水チャンネルに連通する送気送水口金とを開口させ、かつ、コネクタ部本体内に、該コ
ネクタ部本体内に配置された電子回路からの放射ノイズを遮蔽するシールドケースを設け
た電子内視鏡において、シールドケースに、吸引ニップルと送気送水口金を取り付けたこ
とを特徴としている。
【０００８】
コネクタ部本体には、シールドケースを内蔵したアウタケースを備える。このアウタケー
ス側面には、内視鏡内部と内視鏡外部との圧力差を調整するための圧力調整弁や帰還端子
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を取り付けることができる。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図１に示すように、この実施形態の電子内視鏡１は、可撓性を有する先端側の体内挿入部
２と、基部の操作部３と、この操作部３から延長されたユニバーサルチューブ４と、この
ユニバーサルチューブ４の先端部に設けられたコネクタ部本体５を有している。電子内視
鏡１の体内挿入部２、操作部３、ユニバーサルチューブ４、コネクタ部本体５には、送気
送水チャンネル６及び吸引チャンネル７（図２及び図３参照）がそれぞれ挿通され、送気
送水チャンネル６の一端部が、体内挿入部２の先端部の送気送水ノズル（図示略）に接続
され、吸引チャンネル７の一端部が体内挿入部２の先端面に開口されている。送気送水ノ
ズルは、体内挿入部２の先端部に設けた観察窓の洗浄用ノズルである。上記対物光学系に
よる像は、固体撮像素子（例えばＣＣＤ（電荷結合素子））でデジタル信号に変換され、
このデジタル信号が体内挿入部２、操作部３及びユニバーサルチューブ４に挿通されたＣ
ＣＤケーブル（図示せず）を介してコネクタ部本体５に導かれている。さらに、体内挿入
部２の先端部には照明窓が設けられ、この照明窓に対して照明光を伝送するライトガイド
ファイババンドル（図示せず）が、体内挿入部２、操作部３及びユニバーサルチューブ４
に挿通されてコネクタ部本体５に導かれている。
【００１０】
図２及び図３に示すように、コネクタ部本体５は、外殻を形成する合成樹脂製のアウタケ
ース８と、このアウタケース８内に位置するシールドケース（放射ノイズシールド用金属
ケース）９を有している。アウタケース８には、外部の図示しないビデオプロセッサに接
続される接続プラグ１０と、ビデオプロセッサ内の光源ユニット（図示略）に接続される
ライトガイド差し込みプラグ１１とが突出形成されている。接続プラグ１０は、筒状の磁
気シールド体１０ａで覆われている。
【００１１】
シールドケース９内には、ＣＣＤを走査して画像をデジタル信号として取り込むとともに
、ＣＣＤからの微小信号を増幅してビデオプロセッサに出力する働きをするＣＣＤドライ
バ基板（電子回路）１３、及びＣＣＤケーブル１２、リモートケーブル１４に対する放射
ノイズを除去する磁性材料からなるコア１５が備えられている。リモートケーブル１４は
、操作部３に設けられている各種のスイッチ装置に接続されている。シールドケース９は
、ＣＣＤケーブル１２、リモートケーブル１４、送気送水チャンネル６及び吸引チャンネ
ル７を挿通する開口９ａを有し、ＣＣＤ基板１３及びノイズ除去コア１５を内部に収納し
た後、シールドケース９の一部をなす金属カバー１６ａ、１６ｂで施蓋される。よって、
ＣＣＤドライバ基板１３に発生した電磁ノイズは、シールドケース９及び金属カバー１６
ａ、１６ｂによって遮蔽され、コネクタ本体部５から外部に漏れることがない。なお、ノ
イズ除去コア１５は、コア保持基板１７と基板１８で挟持されてシールドケース９内に固
定されている。
【００１２】
アウタケース８の側面には、２個の取付穴８ａ、８ｂが設けられている。これら取付穴８
ａ、８ｂには、圧力調整弁２０と帰還端子１９がそれぞれ螺合されて固定されている。帰
還端子１９は、高周波電力を使用する処置具、例えば電気メスの使用時の安全を確保する
ために設けられている。圧力調整弁２０は、内視鏡内部と内視鏡外部との圧力を同等にす
るために設けられた調整弁であって、例えばＥＯＧ減菌やオートクレープ減菌を行なう場
合に操作される。なお、帰還端子１９及び圧力調整弁２０の取り付けは、ネジ込み（ネジ
止め）や接着により行なってもよい。
【００１３】
上記アウタケース８と、シールドケース９の一部をなす金属カバー１６ａとにはそれぞれ
、送気送水口金２１用の取付穴８ｃ、９ｂと、吸引ニップル２２用の取付穴８ｄ、９ｃが
設けられている。送気送水口金２１は、筒状の口金本体２１ａとフランジ部２１ｂと、送
気送水チャンネル７が接続される口金２１ｄを有しており、アウタケース８の取付穴８ｃ
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の開口縁部には、筒状口金本体２１ａの段部２１ｃを受入れる凹部８ｅが形成されている
。そして、送気送水口金２１の筒状口金本体２１ａがアウタケース８の取付穴８ｃ内に差
込まれた後、その筒状口金本体２１ａ内に、金属カバー１６ａの取付穴９ｂ内に差込まれ
たフランジ部２１ｂがネジ結合される。さらに、フランジ部２１ｂと金属カバー１６ａと
の間にはリング２３が介装され、フランジ部２１ｂとリング２３に螺合させたネジ２４と
、金属カバー１６ａとリング２３に向きを変えて螺合させたネジ２５の締め付け力により
、筒状口金本体２１ａの段部２１ｃが取付穴８ｃの凹部８ｅ内に嵌め込み、送気送水口金
２１をシールドケース９に固定している。また、筒状口金本体２１ａと取付穴８ｃの間、
筒状口金本体２１ａとフランジ部２１ｂの間はそれぞれシールリング２６、２７で液密に
シールされている。
【００１４】
吸引ニップル２２は、筒状の接続口２２ａと筒体２２ｂとフランジ部２２ｃを有している
。吸引ニップル２２の筒状接続口２２ａの外径部に筒体２２ｂが嵌め込まれ、この筒体２
２ｂがアウタケース８の取付穴８ｄ内に差込まれた後、筒体２２ｂの段部２２ｄが取付穴
８ｄの凹部８ｆに嵌め込まれている。そして、取付穴８ｄに差込まれた筒状接続口２２ａ
と筒体２２ｂの間にフランジ部２２ｃがネジ結合され、このフランジ部２２ｃとシールド
ケース９の一部をなす金属カバー１６ｂとの間にはリング２６が介装され、フランジ部２
２ｃとリング２６に螺合させたネジ２９と、金属カバー１６ｂとリング２６に螺合させた
ネジ３０の締め付け力により、吸引ニップル２２をシールドケース９に固定している。ま
た、筒体２２ｂと取付穴９ｃの間、筒状接続口２２ａと筒体２２ｂの間、筒状接続口２２
ａとフランジ部２２ｃの間は、それぞれシールリング３１、３２、３３で液密にシールさ
れている。吸引チャンネル７は、その先端がフランジ部２２ｃに保持されて筒状接続口２
２ａに接続されている。上記吸引ニップル２２は外部の図示しない吸引機構に接続される
ものであり、送気送水口１０は、外部の送気送水源に接続されるものである。
【００１５】
以上のように本実施形態では、送気送水口金２１及び吸引ニップル２２のいずれもが、コ
ネクタ部本体５のシールドケース９に取り付けられている。よって、送気送水口金２１及
び吸引ニップル２２の取付用スペースを設けるためにアウタケース８の一角に突出部を形
成する必要がなくなり、コネクタ部本体５を小型化することができる。これにより、電子
内視鏡の持ち運びや設置のほか、送気送水口金２１（送気送水チャンネル）や吸引ニップ
ル２２（吸引チャンネル）の洗浄も容易となる。さらに図示実施形態では、送気送水口金
２１及び吸引ニップル２２をフランジ部及びリングで補強してシールドケース９に取り付
けているため、シールドケース９に損傷を与えることがなく、シールドケース９の機能を
損ねることがない。
【００１６】
なお、コネクタ部本体５のシールドケース９には外側筒状部材３４が結合され、この外側
筒状部材３４が取付穴９ａに開口している。一方、ユニバーサルチューブ４に内側筒状部
材３５が結合され、この内側筒状部材３５が外側筒状部材３４に一定の角度範囲で回動可
能に連結されている。コネクタ部本体５の送気送水口金２１に接続した送気送水チャンネ
ル６、吸引ニップル２２に接続した吸引チャンネル７は、シールドケース９の取付穴９ａ
から内側筒状部材３５内に通してユニバーサルチューブ４側に引出されている。内側筒状
部材３５と外側筒状部材３４の結合部は、内筒３６とゴム押え３７とで被覆されている。
【００１７】
【発明の効果】
本発明によれば、吸引ニップルと送気送水口金をシールドケースに直接取り付けることに
より、小型化及び洗浄性・運搬性の向上を実現した電子内視鏡のコネクタ部構造を得るこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用した電子内視鏡を示す全体図である。
【図２】ユニバーサルチューブの先端部に設けたコネクタ部本体を示す横断面図である。
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【図３】ユニバーサルチューブの先端部に設けたコネクタ部本体を示す縦断面図である。
【図４】従来構造のコネクタ部本体の一例を示す横断面図である。
【図５】図４のコネクタ部本体の縦断面図である。
【符号の説明】
１　電子内視鏡
２　体内挿入部
３　操作部
４　ユニバーサルチューブ
５　コネクタ部本体
８　アウタケース
９　シールドケース
１９　帰還端子
２０　圧力調整弁
２１　送気送水口金
２２　吸引ニップル
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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